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委員長 セ ン タ ー  長  (文学部 教授)




文 学 部   教 授
文 学 部  教 授
文 学 部  教 授
東北アジア研究センター 教授
理 学 部   教 授
工 学 部  教 授
総合学術博物館 教 授
施  設  部  長
幹事  施 設 部 企画課長
委員長 センター長 (文学部 教授)
委 員 文 学 部   荻 授
文 学 部  教 授
文 学 部  教 授
東北アジア研究センター 教授
理 学 部   教 授





施 設 部 企画課長
東北大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会専門委員会 (1999年度)
須 藤  隆
河 上 正 二
田 村 俊 和
菅 村 和 夫
早稲田 嘉 夫
今 泉 隆 雄
大 藤  修
阿子島   香
入間田 宣 夫
蟹 澤 聰 史
飯 渕 康 一
柳 田 俊 雄
黒 岩 七 三
佐々木 紀 安
須 藤  隆
今 泉 隆 雄
大 藤  修
阿子島  香
入間田 宣 夫
蟹 澤 聰 史
飯 渕 康 一
柳 田 俊 雄
藤 沢  敦
関 根 達 人















































附  則 (略)
東北大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 はoo2年朗現在)
委員長 セ ン タ ー  長  (文学研究科 教授)                  須 藤
委 員 川内地区協議会協議員 (経済学研究科 荻授)                 田 中
青棄山地区協議会協議員(薬学研究科 教授)                  小笠原
星陵地区協議会協議員 (医学研究科 教授)                  伊 藤
片平地区協議会協議員 (電気通信研究所 勃授)                中 村
文学研究科  教 授                             今 泉
文学研究科  教 授                             大 藤
文学研究科  教 授                             阿子島
東北アジア研究センター 教 授                        入間田
理学研究科  教 授                             藤 巻
工学研究科  親 授                             飯 渕
総合学術博物館 教 授                            柳 田
施  設  部  長                             加 太















委 員 文学研究科  教 授
文学研究科  教 授
文学研究科  教 授
東北アジア研究センター
理学研究科  教 授


















































3.遺物整理作業・…… ……… … ………………。9
4.保存処理事業……… ……………………………10
5.資料保管状況……・―・…Ⅲ………………………10





図1 東北大学 と周辺の遺跡……………………… 2
図2 仙台城 と二の丸の位置……………………… 3










































10月6日  審議事項 (1)調査研究員の流用定員措置について
(2)その他
12月3日  審議事項 (1)文系4学部総合研究棟新営工事に伴う埋蔵文化財の調査について
② その他
埋蔵文化財調査研究センター運営委員会専門委員会














1 :Ruin of Sendai Castle
2 :KaⅥrauchi steles
3 :Aobayama Site Loc B
4 :Aobayama Site Loc.E
5 ,Aobayama Site Loc C
6 :Aobayama Site Loc A
7 :Aobayama Site Loc.D
8 :Ashinokuchi Site
1:仙台城跡 2:川内古碑群 3:青棄山遺跡B地点 4!青葉山遺跡E地点 5:青葉山遺跡C地点
6:青葉山遺跡A地点 7:青葉山遺跡D地点 8:声ノロ遺跡 9:片平仙台大神宮の板碑 10:郷六大日如来の碑
H:葛岡城跡 12:郷六城跡 13:郷六建武碑 14:沼田遺跡 15:郷六御殿跡 16:郷六遺跡 17:松ケ岡遺跡
18:向山高裏遺跡 19:萩ケ丘遺跡 20:茂ケ崎城跡 21:ニッ沢横穴墓群 22:萩ケ岡B遺跡 23:八木山緑町遺跡
24:ニツ沢遺跡 25:青山二丁目遺跡 26:青山二丁目B遺跡 27:杉土手 (鹿除土手)28:砂押屋敷遺跡
29:砂押古墳 30:富沢遺跡 31:泉崎浦遺跡 32:金洗沢古墳 33:土手内窯跡 34:土手内遺跡
35:土手内横穴墓群 36:三神峯遺跡 37:金山窯跡 38:三神峯古墳群 39:富沢窯跡 40:裏町東遺跡
41:裏町古墳 42:原東遺跡 43:原遺跡 44:八幡遺跡 45:後田遺跡 46:町遺跡 47:神漉山遺跡
48:御堂平遺跡 49:上野山遺跡 50:北前遺跡 51:佐保山東遺跡
図1 東北大学と周辺の遺跡
Fig l Archacological sites and Tohoku University
へ 帯
図2 仙台城と二の丸の位置




























Tab l Excavations on the campus in the ascal year 1999
調査の種類 調 査 地 点 (略号) 原 因 調 査 期 間 面 積 時期






植物園本館東側 (992) 給水管改修 6/15ハΨ22
応用物理学科南側 (993) 情報科学研究科
研究実験棟新営
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図4 青葉山地区調査地点
Fig.4 Location oF excavations until at Aobayama campus






















































を進めてきている。木製品については、1997年度以降、糖アルコール (ラクチ トー ル)を利用した処理を行って
いる (年報16)。糖アルコール法での処理にあたっては、1997年度に購入した送風定温乾燥機 (ラコムドライオー




























1986  1987  1988  1989  1990  1991  1992  1993  19941998 1999年度
図6 収蔵遺物量の推移



























































































藤沢 敦 科学研究費補助金 基盤研究lBl(1)(分担・代表者鹿児島大学上村俊雄・継続)
「東北 。九州地域における古墳文化の受容と変容に関する比較研究」






藤沢 敦 宮城教育大学 者古学講義 (後期)
関根達人 郡山女子大学 考古学 (後期)
(2)保管資料の貸出
当センター保管の資料の写真貸出 。掲載依頼としては、次のとおりであった。
・貸出先 :野馬追の里原町市立博物館 平成H年度前期企画展 「相馬のやきもの一収蔵資料を中心として一」
貸出資料 :仙台城二の丸跡出土陶磁器52点
貸出期間 :1999年3月29日～6月21日









1999年9月19日   山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館考古学セミナー
第4回セミナー講師 「東北の埴輪」
1999年7月31日、8月1・ 8日、9月 H。12・26日 岩手県胆沢町教育委員会 角塚古墳発掘調査指導
2000年2月18日   科学研究費補助金 〔基盤研究A(2)、研究代表者 :東京国立博物館松浦宥一郎〕
「日本出土原始古代繊維製品の集成および基礎的研究」への研究協力 (研究発表)
於 :東京国立博物館










































OF THE ARCHAEOLOGICAL RESEARCH ON THE CAMPUS OF
TOHOKU UNIVERSITY
Vol.17,March 2002
The Archaeological Research Center
On the Campus,Tohoku University
Katahiracho,Aoba Ward,Sendai 980-8577 JAPAN
Summary
On the Campus of Tohoku University, a lot of archaeological sites are known. AInong them,
Sendai Castle is the most famous and largest one. Almost all of the south part of Kawauchi
campus is located on its secondary citadel area.The north part of Kawauchi campus is located
on the sites of samurai residences. Aobayama campus includes remarkable Paleonthic sites and
lnitial 」omon sites. In Japan, if existing circumstances need to be changed in the knowFn Site
area, excavation research on the buried cultural properties must be carried out. The Center
mainly carries out salvage excavations of archaeological sites on campus.
This volume carries reports of excavations and activities which were conducted by the
Archaeological Research Center on the Campus,Tohoku l」niversity in the iscal year Ю99.
In 1999, the Center carried out a research of NA/117(Loc,17 of Ninomaru i.e, Secondary
Citadel of Sendai Castle),and COnfirrllation of presence or absence of archaeological remains at
the site of four places of constructions. Because the excavation of N?l17 continued in the next
fiscal year 2000,it vrill be reported in volume 18.This volume includes reports about results of
conirmation,vork vFith constructions, and activities wThich were conducted by the Center such
as analyses, conservation work of artifacts and joint researches,
報 告 書 抄 録
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